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資料１の解説	
 焼却処理場のバグフィルターで放射性物質が本当に除去できるのですか。	
 

	
 普通高性能のバグフィルターで0.5ミクロン程度の粒径を持つものまでしか除去できません。気体分子のサ

イズは0.0001～0.001ミクロン程度であり、0.0001～0.5ミクロンの粒径を持つ気体分子や微粒子は除去でき

ず、大気環境に排出されます。この微粒子に放射性セシウムが付着しています。	
 

 
 
 
 
 
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

放射能汚染物の焼却処理に関する質問書の資料集 盛岡市長へ提出     2014.９.８ 

     三陸の海を放射能から守る岩手の会 作成 

 

（資料１-1）一般のごみ

焼却炉に設置されている

バグフィルターは高性能

のものでも径が 0.5μｍ

以下の粒子は除去できま

せん。 

福島県鮫川村の焼却炉で

はさらに高性能な HEPA

フィルターが使用されて

いますが、これでも径が

0.3μｍまででありこれ

以下の微粒子は除去でき

ません。 

【資料 1-１】 

(資料 1-２)バグフィルタ

ーで微粒子を除去できな

い証拠写真です。（ダイ

アモンド ON LINE）

http://diamond.jp/arti

cles/-/26833 

「すごいでしょう。これ、

みんな焼却灰です。バグ

フィルターで 99.99%除

去されていると言います

が、実際にはこういうも

のが外に出ているんで

す。」 

【資料 1-2】 
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【資料1-３】	
 実証なしに焼却処理を進める環境省	
 バグフィルターで99.9％除去は科学的な根拠なし	
 	
 

	
 「放射性物質の拡散対策に関する再質問主意書（2012.2.12川田議員提出	
 3.2答弁）」	
 

質三「前述の答弁書には「福島県内のバグフィルターを設置している焼却施設で、放射性セシウムを含む廃棄

物を焼却した際の集じん器に流入する燃焼ガス及び排ガス中の放射性セシウム濃度の調査を行った」とある。

福島県内での調査について、具体的にどこの焼却炉について、どのような調査結果から、「排ガス処理設備にお

ける放射性セシウムの除去率が九十九・九パーセント以上である」との最終的な結果を得るに至ったのか、具

体的に明らかにされたい。	
 

	
 （答え	
 環境省の説明）	
 あらかわクリーンセンター（福島市）	
 

	
 放射性セシウムの	
 	
 	
 	
 バグフィルター	
 	
 放射性セシウムの

濃度224Bq/m3	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 濃度0.185Bq/m3	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

	
 

	
 除去率の計算	
 	
 	
 	
 224̶0.185	
 

	
 	
 	
 	
 	
 除去率＝	
 	
 ✕100=99.92%	
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【資料 1-４】 

 
 
 
資料２の解説 バグフィルターで除去できない0.001～0.5ミクロンの粒径を持つ微小粒子は呼吸により肺の

奥深くまで入り込むことがわかっています。また屋内にも入り込みやすいことがわかっています。健康影響

は大丈夫なのでしょうか。	
 

 
 
 
 

これは燃焼ガスのある時点での

除去割合であり、全体でどれだけ

放射性セシウムが除去されたの

か、その説明にはなっていない。

焼却された放射性セシウムの総

量、バグフィルターで除去された

総量、フィルターを通り抜けてい

った総量を基に除去率を求めなけ

れば意味がない。	
 

バグフィルターメーカー自身が「100％除

去できるかどうかわからない」と答えてい

る。「技術的検討ができていない」という

回答がその理由に尽きるであろう。「固形

物に付着したものは除去可」と答えている

がこれはある粒径以上の固形物に付着して

いる場合であろう。「捕集物からの再飛散、

再浮遊の可能性」の指摘があった。フィル

ターの交換時や破損時、除塵時、移送時な

どには微粒子が飛散することが予想され

る。 
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東京都や神奈川県の小学校で焼却場の稼働・停止にともない喘息の児童が増減した事例から学ばなければな

りません。喘息の原因物質に加えてこれに放射能の微小粒子が加わることになります。子ども達の	
 

健康影響を軽視しているのではないでしょうか。	
 

【資料2-1】横浜市の栄清掃工場の稼働終了（2001年）に伴う喘息の大幅減少	
 

	
 

【資料2-2】三多摩の日の出エコセメント工場が稼働（2006年）した	
 	
 	
 【資料2-3】東京、全国の小中生	
 

ところ近くの小学校の喘息児童が増加	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 喘息罹患率	
 

	
 

 

 

 

 

 

清掃工場の稼働終了に

より、本郷小は喘息児

童が 15.6%から５％

へと、桂台小は 19.7% 

から 9.4%へと大幅に

減少しました。 

 横浜市の小学校の喘

息児童の割合は同時期

に 7.6％から 9.1%ま

で少し増加していまし

た。 

グラフ上から東京小、東京中、 

全国小、全国中 

出典「空気と食べ物の放射能汚染」青木泰著 リサイクル文化社 から 
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資料３排ガス中の放射性セシウムはその大部分が排ガスに 

含まれる微粒子に付着しているとされています。 

 環境省大臣官房廃棄物・リサイクル対策部  

  廃棄物対策課 「産業廃棄物の広域処理」p１６図 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 福島県鮫川村焼却炉実証試験データ 環境省 

 

 

資料５ 物質収支から放射性セシウムの回収率を計算 鮫川村「仮設焼却施設の運転状況」環境省 
回収率 

 

76.9% 

 

 

52.8% 

 

 

77.8% 

 

 

66.4% 

 

放射性セシウムの約 25％が大気へ放出 
◯ 投入放射性セシウム総量 
 52✕200+52✕800+620✕910＝616200Bq 
◯ もえがら中放射性セシウム総量 
 650✕6＝3900Bq 
◯ ばいじん(サイロ)放射性セシウム総量 
 5600✕82＝459200Bq 
＊放射性セシウムの回収率 
 3900＋459200 
  616200 
＝75.2％ （Cs回収率）  
 24.8％(140180Bq)は大気へ放出 

 

(農林業系副産物等処理実証事業の確認運転結果 H25.8.6) 

☓100 
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資料６	
 焼却場で生ずる放射性セシウムを含む焼却灰から、降雨によりセシウムの殆どが水へイオンとして

溶け出すことが国の資料からわかっています。特に大雨時にはゼオライト・粘土などの層で吸着するいとま

もなく処理水として溶け出す可能性があります。現に岩手県内の最終処分場放流水から放射性セシウムが検

出されています。処分場の水処理方式ではセシウムを除去できません。これでは放出先の河川や海が汚染さ

れてしまうのではないでしょうか。	
 

【資料６】群馬県伊勢崎市清掃リサイクルセンター最終処分場でセシウムが雨水に溶出	
 

	
 

資料７	
 岩手県内の処分場からも放射性セシウムが放流されていた、大雨のときのデータは提示されず 

	
 

コラム	
 焼却場の従業員の被曝管理は大丈夫ですか。2005年の原子炉等規制法改正によるクリアランス制度

では放射性セシウムについて100ベクレル/kg以上は放射性物質扱いとし埋設などは行わないことになってい

ました。焼却作業者は日常的に100ベクレル/kg以上の放射性セシウムを扱うことになります。従業員の健康

管理、日常的な被曝線量の評価記録などは厳重に行い、もし健康被害が出た場合の保障などの体制はできて

いるのでしょうか。（原発事故後8000Bq/kg以下は埋設可になりました）	
 

焼却灰から水に８割以上 

溶出 ( )は規制値 

埋設焼却灰：1810Bq/kg 

放流水：濃度限度の約２倍 

 Cs134:69Bq/kg (60） 

  Cs137:80Bq/kg (90) 

[放射能汚染廃棄物の埋立] 

国立環境研究所 遠藤和人 

[環境省災害廃棄物安全評

価検討会第８回資料]から 
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資料８	
 放射性物質は微量でも危険という、米国科学アカデミーによる放射性物質影響の疫学調査結果レビ

ューが公表されています。人々を余計な被曝にさらさない慎重さが求められるはずですが・・。	
 

	
 【資料8-1】	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

	
 

【資料8-2】	
 放射性セシウムは特定臓器（筋肉、心臓、腎臓、生殖線など）に濃縮し周辺細胞を集中被曝す

ることが指摘されています。また胎児・乳児など幼少者ほど影響を受けやすいことが知られています。放射

能の“内部被ばく”による健康影響についてはまだ良くわかっていないことだらけです。わからないまま、

その影響を正確に数値であらわすことは困難なのですが、仮定に基づく計算（シーベルト単位）により被ば

く線量を想定し「安全だ」と使用されていることをおかしいと思いませんか。	
 	
 

【資料8-3】放射線の影響はがんだけではありません、下記障害も深刻です。 

	
 

③放射性物質の影響はガンだけではない チェルノブイリ事故 1986.4.26 による健康影響  
ウクライナ放射線研究センター ステパノワ博士指摘  
1987-1991 被災地から疎開した子たち 
・ 極度の疲労：83% ・衰弱：71% ・頭痛：52%・神経不安定：66% ・めまい 40% ・不眠：
30%・胃腸不調：53%  ・心臓周辺不快感：26% 

・ 【臨床検査】動脈圧不安定：70% ・吸気機能障害：55% ・心臓機能変調：40% ・胃の機能
障害：40%・免疫力低下：60-70% ・肝機能一時障害：53%  

                          2011.12.11 福島県講演会レジメから 
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資料９ 全国で汚染物を焼却している清掃工場の焼却廃気ガスはどこも放射性セシウムの濃度が不検出にな

っています。測定方法は本当に正確なのですか。 

【資料 9-1】環境省 HP [福島県鮫川村における（焼却）実証事業] 資料から 

 
 環境省は放射性セシウムを焼却すると粒子状もしくはばいじん微粒子に付着し粒子状であるとしています。

では焼却した煙の微粒子の径はどれほどでしょうか。環境省に排ガスに含まれる微粒子の粒径分布を示して

ほしいと要求しましたが教えてくれませんでした。 

【資料 9-2】花火大会煙の粒径分布測定時間毎の３次元グラフ 花火会場から 800m 離れた地点で計測 

 
 

 

【資料 9-3】線香を水に通す実験 

線香の煙は水に溶けず出てきている。 

 

 

 

 

 

粒径分布の測定機器を製造し

ている会社のデータです。 

バグフィルターで除去できる

粒径は0.5μｍ＝500nm以上。 

左図の 500nm以下の煙に含ま

れる粒子は捕捉できません。 

各微粒子に放射性セシウムが 

付着しており、放射性セシウム

はバグフィルターを通過する

ことになります。 

＊焼却場の煙と花火大会の煙

の粒径とは少し違うかもしれ

ません。 
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【資料 9-4】環境省指定の測定法、ろ紙とガス吸収びん中の水に溶けた放射性セシウムを調べる 

 
資料１０放射性物質に汚染された農林漁業系副産物の処理方針について【最終報告】 

    放射性物質に汚染された農林業系副産物の焼却処理に係わる検討チーム 岩手玉山環境組合 

９ページ ④ゴミ焼却施設における管理 （原子力施設の基準をそのまま使用していいのでしょうか。） 

 

 
原子力施設の排ガスと排出水中 Cs134,137 濃度規制値で比較。３月間の平均化は非常識。 


